
小中一貫教育支援員（非常勤嘱託員）雇用 

 

◎総合的な学習の時間等を活用した新たな科 

  ・グローバル･コミュニケーション能力向上支援事業 

（平成28年度より） 

＋ 

  ・学びあい補助員の派遣で小学校から中学校ま        

でをつなぐ新たな活動（平成29年度より） 

交野の小中
一貫教育 

「新たな科」（仮称）の創設 

  交野市小中一貫学園構想事業 

交野市の義務教育 

の質を変える 
 

事業の２つの柱 

・小中一貫教育支援員（教員免許所有、週37.5時間）をモデル中学校区へ配置 

・学びあいアドバイザー（仮称）と補助員を活用し全中学校区に新たな科の創設 
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＜市長戦略＞ 
住みたい、住み続けたいまちづくり 

  ・子どもがいきいき育つまち 
  ・府内トップクラスの教育実績 
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交野市教育大綱の理念 

「教育百年の森」の実現 
～生きる力を養い多様性に富んだ人材の育成～ 

義務教育の質を変える「交野の小中一貫教育」 

情報やテクノロジーを活用した問題解決能力や、違いを認め多様な人間 

関係を形成する能力など「新しい学び」の形成（「交野市教育大綱」より） 

   「主体的・対話的で深い学び」 → 次期学習指導要領の改訂 

   （アクティブ・ラーニング） 
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・主体的に学びに向い、必要な情報を主体的に判断し、自ら知識を深めて個性や能力を伸ばし、人生を
切り拓く 

・対話や議論によって、自分の考えを根拠とともに伝えるとともに、他者の考えを理解し、自分の考えを広
げ深めたり、集団としての考えを発展させたり、他者への思いやりを持って多様な人々と協働 

・感性を豊に働かせながら、よりよい人生や社会のあり方を考え、試行錯誤しながら問題を発見･解決し、
新たな価値を創造 

 

学校教育を通じて子供たちに育てたい姿 
中央教育審議会 教育課程企画特別部会 審議のまとめ（案）より抜粋 
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「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」（平成32年度実施予定）で 

重視されるプロセスと評価される具体的な能力（例：国語） 
文部科学省資料より 

〔重視される学習のプロセス〕 

多様な見方や考え方が可能な題材から得られる情報を整理する。 

他の知識も統合して比較したり推論したりしながら自分の考えをまと
める。 

伝える相手や状況に応じて効果的に伝える。 

 〔評価すべき具体的な能力〕 

・与えられた文章や図表等の中から情報を収集したり取り出したりする力 

・文章や図表等の情報を整理し，解釈する力 

・目的に応じて必要な情報を見つけ出して文章や図表等の情報と統合し 

  比較したり関連づけたりする力 

・得た情報を基に，物事を推し量ったり予測したりする力 

・得た情報を基に，立場や根拠を明確にしながら，論理的に思考する力 

・受け手の状況を踏まえて表現する力    など 
 

 



読解の時間 
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先進校事例（京都市立京都御池中学校：施設併用型小中一貫校） 
H28.11.8 

読解科 

６年生「行ってみたいな あの国 この国」 

８年生（中２）「なぜAI研究が盛んに進められているのか」 

フランス、アメリカ、 

中国に関するさまざ 

まな資料の提示 

資料から、なぜフラン 

スが観光大国なのかを 

話し合う 

社会科「世界の中の日本」、 

外国語活動等とのつながり 

提示された情 

報を総合しな 

がら考えを構 

築 

小学校で身につけた、分類・比較、構造化、 

総合･推論・類推の思考操作を活用 

新聞等メディ 

アの発信する 

多様な情報を 

総合しながら 

ら考えを構築 

9年生では、AIから 

人間について考える 

ことに視点を移行 



１ 
２ 

交野市における言語活用力向上ための具体的事例（外部人材活用） 

平成28年度全国学
力・学習状況調査
（中学校）で課題
の見られた問題 

 

■出題の趣旨 

 課題を決め、それ
に応じた情報の収
集方法を考えること
ができるかどうかを
見る。 

 

■正答率  41.6％
（全国：49.2％） 

平成28年9月16日交野市立小学校5年生への図書館アドバイザーの授業 
  

 ①図書館アドバイザーが新聞の「中秋の名月」の記事を紹介 

 ②児童に、月や名月に関する疑問を出させる 

    天体としての疑問（天文学）、日本の風習への疑問（民俗学）、人々の行動への疑問（社会学）等 

 ③図書館アドバイザーが疑問を調べる方法を伝える 

    天文学、民俗学、社会学等どの分野で調べるか、どの本で調べるかなど 

 ④児童が自分で調べる 

 ⑤周囲の仲間や図書館アドバイザーを巻き込んで調べる 
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小中一貫教育支援員、学びあいアドバイザー・補助員の活動内容 

小中一貫教育支援員 学びあいアドバイザー 

学びあい補助員 
（言語活用力） 

学びあい補助員 
（外国語・英語教育） 

学びあい補助員 
（プログラミング） 

指導主事とともに全体計画を作成する。市全体の「新しい学び」の進捗 

状況を把握するとともに、各学校を訪問し、取組みに関する指導と助言 

を行う。 

 

大学等での研究者・元研究者、ICT関連の専門知識が豊富で管理的立場 

にいた人物を想定 

モデル中学校区に配置。校区小・ 

中学校の小中一貫担当教員の職務 

軽減と該当中学校区の学力向上を 

支援する。30年度以降は他校区に 

も活用。 

 

元小・中学校管理職で小中の教員 

免許所有者を想定 

 

 

子ども達の情報収集力を高め、 

他者とコミュニケーションを 

行いながら知識を深めること 

を目的に支援を行う。 

 

元教諭、現在本市の図書館アド 

バイザーの大学教員や学校司書 

を想定 

小学校英語の教科化における指 

導のあり方や、小中一貫の英語 

カリキュラム構築の支援を行う。 

 

ALT（外国語指導助手）とEF 

（イングリッシュ・フレンド、 

学生）を活用することを想定 

主体的・対話的で深い学びを実 

現する手段の一つとして子ども 

の論理的な思考力や問題解決能 

力の育成を目的に、理解度に応 

じてサポートできるよう支援を 

行う。 

 

IT企業の元職員や派遣職員、理 

系大学の学生等を想定 

小中一貫担当教員の主な職務 

・9年間の教育課程編成の 

 中核となり小･中の調整をする 

・校区内連絡協議会の企画・運営 

・合同研修の企画・運営 

・異校種で授業 

・教職員・保護者・地域への 

 情報発信 

・先進地区の視察・情報収集 
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５
年
生 

６
年
生 

５
年
生 

２
年
生 

中
学
生 

３
年
生 

４
年
生 

５
年
生 

３種類の学びあいによる成果目標の例 

６
年
生 

６
年
生 

教員＋学びあい補助員（言語活用力の向上） 

教員＋ALTやｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾌﾚﾝﾄﾞの学生等（外国語・英語教育） 

教員＋学びあい補助員（プログラミング的思考の育成） 

 
２分の１成人 
式等で、自分 
の考えをまと 
め、整理し、 
発表できる 

 

ビブリオ・バ 

トル等で討論 

やディベートの 

ルールを学ぶ 
 

 

小学校の卒業 

論文が書ける 
 

３
年
生 

仲間と協力しながら 

プログラムを作成する 

ことで課題解決を粘り 

づよく実践し、自分た 

ちの工夫したところ 

を英語で発表できる 

 

各教科において、 

自分で設定した課題 

について、論理的に 

順序だててプレゼン 

テーションできる 

 
 

自分で設定した課 
題について、アニ 
メーションやソフ 
トを使って、プロ 
グラムを作成し、 
プログラミングの楽 
しさを体感するこ 
とができる 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

４
年
生 

様々な表現の 
しかたを学び 
実生活や教科 
にいかす 

１
年
生 

外国人と地 
図を見なが 
ら簡単な道 
案内のやり 
取りができ 
る 

自己紹介がで 

  き、得意なこ 

   とや好き嫌い 

   についてやり 

    取りができる 

みんなの前で 
将来の夢を簡 
単な単語を使 
い話すことが 
できる 

１
年
生 

２
年
生 

身のまわりの 
こと（数、色、 
形、果物、動物 
など）について 
聞き取ることが 
できる 

２
年
生 

１
年
生 

7 



8 

中学校区プラン 
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交野市立岩船小学校 

交野市立私市小学校 

交野市立藤が尾小学校 

交野市立第四中学校 

 


